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新野左馬助親矩
特別編

　天文13年（1544年）、井伊直満が今川義元に誅
ちゅう

殺
さつ

された際、直満の嫡子亀之丞（後の直親）にも
追手が迫る。そのとき、信州高森（現在の長野県
高森町）の松

しょうげんじ
源寺に逃がしたのは、今村藤

とうしちろう
七郎と

東光院の住職であった能
のうちゅう

仲和
おしょう

尚とされる。この
能仲和尚は、安政２年（1855年）に再興された新
野左馬助親良公の役人に出された東光院文書（写
真）によれば、「能仲和尚者

は
新野郷之産」とされ、

新野の出身であった。この縁により、左馬助親
矩公は、同郷の師である能仲和尚と昵

じっこん
懇であっ

たと想像される。
　永禄７年（1564年）９月、左馬助公は今川家に
反逆した飯尾豊

ぶぜんのかみ
前守を中野信

し な の か み
濃守と共に攻めた

が、両将とも天
て ん ま ば し

馬橋付近で討死した。左馬助公は、
死後のことを能仲和尚に託していたといい、遺
言によって葬儀は東光院で行われたという。

東光院・能仲和尚と左馬助公

▲東光院文書読み下し文

▲東光院文書（新野左馬助様御役人衆中）
　※静岡県立中央図書館歴史文化情報センター提供
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避難先１ 避難先２

原子力災害が単独で発生し
た場合など

大規模地震との複合災害時
などで避難先１に避難でき
ない場合

浜松市 長野県
（松本地域、北安曇地域、
長野地域、北信地域）※

※協議先の地域などについては、今後変更される場合があります。

県内避難先および協議をしている県・市町村
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